　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第二ホーム『EQ \* jc2 \* "Font:Century" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(おらだな),ORADANA)』(仮称)及び
基幹相談支援センター「かぼちゃ」建設事業計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年１１月１７日
· 事業実施主体　　社会福祉法人さくらんぼ共生会
　　　　所在地：　寒河江市南町三丁目３番３１号
　　　　事業所：　第二ホーム『ＯＲＡＤＡＮＡ』(共同生活援助事業所)
　　　　　　　　　併設：基幹相談支援センター「かぼちゃ」
　　　　　　　　　　定員：グループホーム（６名）ショート(１名)
　　　　　　　　　　職員：サービス管理責任者１名(兼務)
生活支援員１名(兼務)
世話人１名(登録者４名程度)
夜勤者(登録者７名程度)

□　建設事業計画
　　１．建設の主旨
　　　　　地域生活支援拠点の５つの機能を整備する
　　　　　　①相談支援機能
　　　　　　②体験の機会・場の提供機能
　　　　　　③緊急時の受け入れ・対応機能
　　　　　　④専門的人材の確保・養成機能
　　　　　　⑤地域の体制づくり機能

　　２．建設の目的　　
　　　　　第二ホーム『ＯＲＡＤＡＮＡ』
①当事者及び家族からの要望

　　　　西村山地域には障がいを持つ方々のグループホームが不足しており、実家や施設を出て自立したい方のニーズに応えられていない。　　　　　　　

　　　　　　②生活の支援度の高い方の地域生活の支援

　　生活の支援度が高い方も、実家や入所施設を出て地域で暮らせるように、グループホームを建設し、障がい者の地域生活移行を推進する。

③地域生活を希望する方の体験の機会と場の提供

　　　　入所施設や自宅で暮らす方の地域生活を進めるために、グループホームでの生活体験ができるように機会と場を整備する。

　　　　　　④緊急時に対応できる体制を整備

　　緊急事態が発生した場合に、受け入れられる短期入所体制を整え、緊急時対応の一部を担う。
　　　　　　基幹相談支援センター「かぼちゃ」
　①包括的な相談支援の提供
地域の社会福祉に関する中核的な役割を担い、特に２４時間対応の体制をと　り、相談支援の充実をはかる。　　　

②地域のネットワーク構築、連携の強化
適切で専門的な支援を行うために地域内の関係機関と連携し、支援スキルの情報交換の場やスキルアップできる研修体系を構築する。
　　　　　　　③自立支援協議会の運営
　　　　　　　　　地域生活の課題とニーズを協議、共有し資源の整備につなげる。

　　　　　　　　　　　　　
□　整備地　　　　　寒河江市大字寒河江字古河江６９番１
　　　　面積：　　　１，５４２㎡
　　　　地目：　　　雑種地
　　　　　　　　　　

□　建設施設
　　　　構造：　　　木造　平屋建
　　　　建築面積：　３５９．２７㎡
　　　　部屋別面積：　７居室(１２７．５２６㎡)　　食堂台所兼娯楽室(５０．９２５㎡)
　　　　　　　　　　　廊下(４２．５０２㎡)　　　　相談室(８．６９５㎡) 
　　　　　　　　　　　相談員室(２０．２８８㎡)　　和室(８．６９５㎡)
　　　　　　　　　　　収納
　　　　　　　　　　　トイレ・バス等(３３．１２９㎡)　　　　　　　　　　
· ホームの概要

　　　　・目的　　　地域での共同生活を通して、自立と社会参加を支援する。
　　　　・対象者　　心身にハンディをお持ちの方

　　　　・定員　　　グループホーム６名　ショートステイ１名

　　　　・サービス内容　
　食事提供　健康管理　金銭管理　自立支援　ハウスキーピング
　　　　　　　　　　　　　その他の日常生活に必要な支援　　　

　　　　・従事者　サービス管理責任者：個別支援計画等
　　　　　　　　　生活支援員：自立支援、相談、調整等　勤務は随時

　　　　　　　　　世　話　人：食事提供等　勤務　６：３０－９：００／１６：００－２０：３０
　　　　　　　　　宿　直　者：勤務　8：00－翌７：００
　　　　・日課　　朝食：7:30～　　出勤：8:30～
　帰宅：16:00～　夕食：18:30～

· 利用者費用(月額)
　　　　　　家賃　　　　　３０,０００円

　　　　　　食費　　　　　１８,０００円（月毎精算）
　　　　　　水道光熱費　　　７,０００円（月毎精算）
　　　　　　日用品費　　　　３,０００円

　　　　　　家賃補助金　－１０,０００円
              合計　　　　４８,０００円

　　・その他

　　　　　食費は回数に応じてご請求

　　　　　土日等の帰宅等自由

　　　　　ベッド、洗濯機、冷蔵庫、カーテン等は持参

　　　　　
· 基幹相談支援センターの概要

　　　　・目的　　　地域の相談支援の中核的な役割を担い、地域との連携を通して相談支援を行い、解決へ向けての助言や情報提供を行います。
　　　　・対象者　　心身にハンディをお持ちの方

　　　　・サービス内容　

　総合的専門的相談　地域の連携強化　権利擁護　虐待防止　
地域移行　地域定着　他
　　　　・従事者　管理責任者：管理業務等
　　　　　　　　　コーデネーター：自立支援協議会、研修会や事例検討会等の開催等
　　　　　　　　　相談支援専門員：一般相談、サービス等利用計画等
　　　　　　　　　勤務：８時３０分～１７：１５
　　・その他　　総合的専門的相談　地域の連携強化　権利擁護　虐待防止　
地域移行　地域定着　緊急時の受け入れ対応　　不登校、ひきこもりの支援　成年後見制度利用支援　　自立支援協議会の運営　他
□　建設資金計画
総事業費　　　６，９７３万円
　　　　　　<内訳>　設計管理費：　　  　１７３万円　　
　　　　　　　　　　躯体工事費：　  ３，０８９万円
　　　　　　　　　　機械設備費：　　１，３９３万円
　　　　　　　　　　電気設備費：　　　　４５５万円
　　　　　　　　　　冷暖房設備：　　　　２５０万円
　　　　　　　　　　スプリンクラー：　　 　４５８万円
　　　　　　　　　　外溝工事費：　　　　１３９万円
　　　　　　　　　　仮設管理費：　　　　４７６万円
　　　　　　　　　　消　費　税：　　　　５４０万円
　　　　           

資金財源　　　６，９７３万円
　　　　　　<内訳>　国庫補助金　 　　３，８１５万円　
　　　　　　　　　　自己資金(寄付金)　３，１５８万円
· センター化及び建設スケジュール
　　・　基幹相談支援センター開所　平成３１年　４月
    ・　県ヒアリング　　　　　　　令和　元年　９月

　　・　国庫補助金内定　　　　　　令和　２年　６月
・　建設基本設計策定　　　　　令和　２年　７月
　　　　・　建設実施設計策定　　　　　令和　２年　８月
　　　　・　入札建設業者選定　　　　　令和　２年　９月
　　　　・　建設着工　　　　　　　　　令和　２年１０月
　　　　・　用地賃貸契約　　　　　　　令和　３年　２月

　　　　・　建設竣工　　　　　　　　　令和　３年　３月
·  地域生活支援拠点整備完了  令和　３年　３月
·  開所　　          　　    令和　３年  ４月
· 創立30周年記念・竣工式典　令和　３年　４月中旬
　
